


 基礎研究
 武智式基礎杭の支持力に就て
 武智基礎工事務所工學士武智正次郎
 第5章模型杭による荷重試験・
 §L打込沈下曲線
 同一歌件では打込同敷の多v・程支持力の大きv・
 事は夙に知られてみる所である。載荷試験は杭4
 本を以て一組として行ひ・之を4等分して杭一本
 の支持力を定むるのを原則とするから,打込も4
 本の李均を以て表す事にした。尤も杭の間隔が小
 さいと,各1本の打込みは後に打つ程大きくなる
 傾向を有し,標準砂の如き純砂質のものは特に之
 の性質が著しい。然し土質に依って異なるが間隔
 が或る一定値以上になると最早斯の如き性質は表
 れす,恒に略同一同敷を以て杭打が了る。之の黙
 から考へても群杭,又は軍杭として支持力を養揮
 すべき杭間隔が判明するのではないかと考へられ
 るのである。
 因に本模型試験には1・・×100×120Cmの寸法
 を有する木製試験槽を用ひ,内側は亜鉛飯張りと
 爲し重錘は5k虚落下高さlocmを以て打込
 んだ。杭は第22圖の如き寸法を有する模型杭(テ
 ーパー無)と,普通杭として之と略同艦積を有する
 21×21×570粍のものを使用し,一邊の長さをd,
 とし,4本を…組とし第1回に打ち込むものを1,
 以下∬,皿,IVの如く表す。杭の間隔Pは2.5d,
 3d,4d,5(ユ,6d,7d,8d,時にはgd,Io〔1として
 打込を爲した。
 平。粘土を用ひた打ち込融試験
 先づ間隔P=2、5dのものに就ての打込試験を擧
 げると次の如くである。普通杭の記録は
     貫入量(粍)
     同数
     1皿皿]V
     1126134135120
     2150159161148
     つo17117918エ170
     4191Ig∫Ig8188
     5208211215204
     6224226230218
     7238238244231
     8251252257243
     9264266270255
     10276278282267
     II288290294278
     1230030r306289
     13312313317299
     14324323328310
     15335333338321
     16346343344332
     17357353351343
     18367363361352
     Ig376・372370361
     203863冬o378370
     213953go386378
     22403399393385
     23411407400391
     244184・12405397
     2542541g410403
     26433426416408
     27440433421415
     28440425420
     294・45430425
     30452'435'428
     31440433
     32444438
     33・448443
     34447
     35450
     364・54

 /
 一1一


















